
1

＜参考＞モニタリングポストデータの環境による変化（１）
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雨天時の変動１（例：ＭＰ－２）
林の中にあるＭＰ－２ は、雨が降ると地面に水たまりができて遮へいとなり、測定値が下がる傾向がある。
（ＭＰ－３，４，５も同様）

・・・断続的な降雨雨天時の変動２ （例：ＭＰ－８）

※ 降雨による線量率の低下および一時的に降雨

が弱まったり、止まったことによる線量率の上昇
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※ 降雨が止まっている間でも、湿度が高く地表が乾かない

状態だと、線量率はそれほど上昇しない。
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＜参考＞モニタリングポストデータの環境による変化（２）
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晴天時の変動（例：ＭＰ－５）

車両による変動（例：ＭＰ－６）
駐車した車両や一時停車の車両が遮へいになって線量率が低下し、駐停車車両が移動すると線量率が上昇する。

※３ 晴天が続き、空気の乾燥が進むと、地表から

大気中に広がる放射性物質の割合が増え、
全体的に線量率が高まる。

※２ 夜露とともに地表へ降下していた放射性物質が、日中の温度上昇

に伴い、大気中に広がって線量率が上昇する。

※１ 夜間の気温低下に伴い大気中の放射性物質が

夜露とともに地表へ降下するため、線量率が低下する。
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降雨による線量率の変動

※ 車両駐車による線量率の低下と

駐車車両の移動による線量率の上昇
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■ 午前６時頃にモニタリングポスト（写真右奥）前に車両が駐車すると、車両が遮蔽となり線量率の低下が確
認されている。

＜参考＞駐車車両による測定値への影響


